
人権についての電話による相談窓口 ( 平日のみ )

●同和問題をはじめとするさまざまな人権問題
熊本県人権センター　　      ☎ 384‐5822
午前９時～正午と午後１時～４時
●法律問題、人権問題、人権侵害への救済について
みんなの人権 110 番　　     ☎ 0570‐003‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●女性の人権
女性の人権ホットライン　　☎ 0570‐070‐810
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●障がい者の人権および権利擁護
障がい者 110 番　☎ 354‐4110　午後１時～５時
●子どもの人権
子どもの人権 110 番　　   ☎ 0120‐007‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●いじめについて
益城町いじめ電話相談　　☎ 286‐1770
午前８時 30 分～午後５時 15 分
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400
午前８時 30 分～午後５時 15 分

益城町教育委員会

 人権教育シリーズ

Vol.506

　5 月 8 日から新型コロナウイルス感染症が 5
類に移行されました。このことに伴い、これ
までの私たちの日常生活で当たり前のように
なっていたマスクの着用についても、変化が見
え始めています。
　町内の学校では、現在、マスクの着脱に関し
ては子どもや各家庭の判断に任せてあります。
それぞれの子どもたちの各家庭の事情（高齢者
や基礎疾患のある家庭の場合など）に寄り添う
ことを基本に、インフルエンザや熱中症の予防
も見据えながら、個人や家庭の主体的な判断に
よるマスクの着脱がしやすい環境を整えてい
ます。
　ここ最近の気温の上昇に伴い、各学校で熱
中症予防としてのマスクを外す呼びかけが行
われたこともあり、少しずつマスクを外して 1
日を過ごす子どもたちが増えています。
　しかし、ここ数カ月のマスク着脱で分かってき
たことは、3 年近くにわたりマスクでの学校生活
に慣れてきた子どもたちにとって、マスクを外す
ことへの抵抗感が意外と大きいということです。
　インフルエンザの流行もあり、感染症予防で主
体的にマスクを着用する子どもたちもいますが、
マスクを外した自分の顔を見せることへの抵抗感
や、周囲からどう見られ何を言われるか心配だ、
という話を聞きます。
　周りとの信頼関係ができていない場合、マスク
を外すという選択肢をなかなか選べない状況にな
り、逆に、信頼関係ができている場合、マスクの
着脱を自分の判断で行うことができるようです。
このように、私たちを取り巻く人々の人権感覚は、
私たちの行動様式に大きな影響を与えています。
　お互いの人権を尊重するとともに、信頼関係に
基づき自分の判断で行動できる、そのような町に
していきたいものです。

マスクの着用

Vol.76

　夜間相談窓口の開設場所を「公民
館きやま座」に変更しました。

　「ましき de めぐりあい」婚活イベ
ントのお知らせです！
日時　8 月 5 日（土）
　　　午後 6 時 30 分～
場所　味の作太郎（広崎）
対象　25 ～ 40 歳の独身の男女
定員　各 6 人程度　※応募多数の場合抽選
費用　4,000 円（当日集めます）
申込方法
メール、下記申込フォーム

（電話による申し込みは受付不可）
※住所、氏名、年齢、連絡先必須

申込期間
7 月 1 日（土） ～ 21 日（金）

夜間相談窓口の場所の変更
と婚活イベントのお知らせ

広 報 ま しき  令和5（2023）. 725


